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抗VEGF薬《注射薬》

ベバシズマブ
(アバスチン®・ベバシズマブBS｢ﾌｧｲｻﾞｰ｣・ベバシズマブBS｢CTNK｣)

ラムシルマブ(サイラムザ®)

アフリベルセプト(ザルトラップ®)



抗VEGF薬・マルチキナーゼ阻害薬《内服薬》

アキシチニブ(インライタ®) レゴラフェニブ(スチバーガ®)

カボザンチニブ(カボメティクス®) ソラフェニブ(ネクサバール®)

レンバチニブメシル酸塩(レンビマ®) スニチニブ(スーテント®)

パゾパニブ(ヴォトリエント®)   バンデタニブ(カプレルサ®)

                                                                                      など                     



◆血管新生とＶＥＧＦ

◆作用機序の違い

◆効能又は効果の違い

◆代表的な副作用

◆高血圧

◆尿蛋白

◆抗ＶEGF薬におけるマニュアルの紹介



血管新生とＶＥＧＦ

アバスチン®ハンドブックより



ベバシズマブベバシズマブ



アフリベルセプト



ラムシルマブ



アバスチン® ベバシズマブ
「ﾌｧｲｻﾞｰ」

ベバシズマブ
「CTNK」

サイラムザ® ザルトラップ®

治癒切除不能な進行・再発の結
腸・直腸癌

扁平上皮癌を除く切除不能な進
行・再発の非小細胞肺癌

手術不能又は再発乳癌
卵巣癌

悪性神経膠腫

進行又は再発の子宮頸癌

切除不能な肝細胞癌

治癒切除不能な進行・再発の胃癌

効能又は効果の違い



抗VEGF薬の代表的な副作用

➢ インフュージョンリアクション

➢ 高血圧

➢ 蛋白尿・ネフローゼ症候群

➢ 創傷治癒遅延

➢ 血栓塞栓症

➢ 消化管穿孔

➢ 可逆性後白質脳症症候群 など



高血圧発現機序 抗VEGF薬

VEGF活性の低下

NO産生の低下

微小血管の減少

酸化ストレス

血管抵抗の増加

高血圧

血管内皮細胞



蛋白尿発現機序

機序は明確となっていない

糸球体上皮細胞の血管内皮増殖因子(VEGF)産生が阻害

糸球体構造とろ過機能の破綻(フィルター機能の低下)が起こる

蛋白尿



蛋白尿の自覚症状

浮腫

体重増加

尿の泡立ち



サイラムザ®添付文書より



ザルトラップ®添付文書より≪高血圧≫



ザルトラップ®添付文書より≪尿蛋白≫



マニュアル改訂作業

CTCAE ver.5.0‐JCOG

高血圧診療ガイドライン

がん薬物療法時の腎障害診療ガイドライン

循環器内科、腎透析内科の医師のアドバイス



高血圧



尿蛋白







高血圧
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